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平成１９年３月１日号
弦打地区の人口

弦打校区コミュニティ協議会 ℡８８２－０２８５
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屋外子局の設置について
（デジタル式同報系防災行政無線システム）

高松市では，現在防災行政無線設備の拡充を行っています。

デジタル式同報系防災行政無線システムを整備することにより，災害時に，市民に対して避難勧告等の緊急

情報を速やかに伝達できるようになります。また，災害対策本部の情報収集や伝達機能の充実を図ることが可

能になります。しかし，当面の間は現行の消防屯所のサイレン吹鳴システム等既存の防災行政無線をそのまま
活用し，これから設置するデジタル式同報系防災行政無線システムと併用することになります。

まず，平成１８～１９年度で，合併町を除く市内において，現状サイレン音が届かないエリア１３箇所にデジタ

ル式同報系防災行政無線システムの屋外子局を整備し，サイレン音が届かない地域の解消を図ることになって

おります。それに伴い，弦打地区内では，２箇所の子局が設置されることになりました。

①乾集会所周辺で調整中
②半田集会所 飯田町２１７－１

いずれも，平成１９年３月上旬頃工事開始予定，４月頃
稼動開始予定です。
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【凡例】

既存

弦打地区内新設

弦打地区外新設

防災無線・消防屯所サイレン

音達範囲概要図

弦打消防屯所

香西南部ポンプ場

デジタル式同報系防災行政無線 屋外子局の特徴

• 市役所や消防からの一斉・グループ・個別放送及び緊急放送
の全てを受信しての放送が可能です。

• 比較的人家の集中している地区の中心地や，学校・集会所・
公園の敷地内等を利用して設置します。

• サイレンの音達距離は，半径約７５０ｍです。
（ただし，そのときの天候・風向き・周りの状況などに影響されます。）

• バッテリー内蔵のため，停電による放送の中断はありません。

• 子局と親局間で，通話装置を用いた双方向通信が可能です。

【問い合わせ先：高松市庶務課防災対策室 ☎839-2184】


